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【校    訓】剛き意志 深き愛 自由の胸 純なるこころ 
【学校教育目標】「主体性」「社会性」「将来性」を培う生徒の育成 
【めざす学校像】夢・感動・笑顔を創る、活気あふれる皆野中学校 
生徒数 １年７１名 ２年８３名 ３年７１名 合計２２５名 
 

今、大切にしてほしいこと 校長 小菅恭青史 

新型コロナウイルス感染症の収束を見ないまま、３年生は県公立高校の入試

（１～２年生は期末テスト）を 24～25 日に迎えることとなりました。徐々に

日常を取り戻しつつあるものの、いつ、何時、異変が起こらないとも限らない

状況の中、今なすべきことに努力してきました。入試前日には、すでに進路先

を決めた 3年生たちが、これから受検に向かう仲間に一様に『頑張ってね』の

声をかけている姿を垣間見ました。下校時、私とすれ違う２年生も、なぜだか

わかりませんが『頑張ります！』と言って通り過ぎていきました。 

過日、降雪に見舞われた時も、登校後、当たり前のように雪かきをする生徒

たちの姿が昇降口にありました。何気ない行為に心が温かくなったものです。 

気がつけば、あっという間に閉幕してしまった冬季オリンピック。そこにも、

選手たちの様々な表情がありました。表彰台に上るメダリストたちが満面の笑

みで喜びを表す一方で、演技に失敗して涙する人、競技に負けて悔しがる人、

成功したのにがっかりする人もいれば、メダルを逃したのにやり遂げた感を発

する人など、それぞれがそれぞれに反応していました。最も感慨深かったのは

閉会式の場面です。最後には選手たちがみんな笑顔だったのです。その光景を

目の当たりにした時、ふと思いました。 

どんな時であっても、笑顔を忘れてはいけないなと。笑顔を忘れてしまうと

不幸が倍増します。一流のアスリートたちは、きっとそのことを知っているの

だなと実感しました。私の好きな言葉の一つに『和顔愛語』というのがありま

す。文字通り、和やかな顔と愛情ある言葉で人に接するという意味です。相手

の気持ちを思って動くことです。仮に今、自分がどんな状況にあったとしても、

決して諦めたり、卑屈な態度をとったりしないでください。必ず状況は変化し

ます。誰だって何かしら悩みの一つや二つ、人には言えないこともあるでしょ

う。そんな時は、笑った顔を鏡に映してみてください。そして、美しい言葉を、

たくさん発してみてください。羽生結弦選手は、帰国した空港で「ありがとう

ございます」の言葉を、笑顔でいったい何度連呼したことでしょう･･･。 



 
                

 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

技術科 
授業の 
様子 学校の様子 

情報機器を上手に使うためのルールづくり 
 １８日、２年生の技術科の授業を公開し、授業研究会を実施しました。授業では「情報機器を

上手に使うためのルール」を各自考えさせる内容で、クロームブックを利用しながら少人数のグ

ループで話し合いました。ルールとして「１日の使える時間を決める」「トラブルになる言葉を絶

対に使わない」「個人情報を出さず、フィルターなどをかける」等の意見がでました。今回決めた

ルールをご家庭でも意識してみてください。 

３月のおもな予定 

  １日（火）全校朝会（放送）            １５日（火）卒業証書授与式 部活動なし   

４日（金）県公立入試入学許可候補者発表               ふれあいデー 

７日（月）ノーチャイムウィーク(～11日)  １６日（水）全校朝会 部活動なし  

８日（火）あいさつ運動 表彰朝会                       PTA本部役員兼運営委員会 

９日（水）校歌制定記念日             １７日（木）木①②③④⑤ 

１０日（木）木①②③④＋準備 部活動なし      １８日（金）金②③④⑤⑥ 

１１日（金）金①②③＋準備＋三年生を送る会 ２２日（火）火①②③④⑤ 

学年会計監査 学校運営協議会       ２３日（水）水①②③④⑥ 

            スクールカウンセラー来校日    ２４日（木）木①②③④＋大掃除 

１４日（月）卒業証書授与式予行・準備               PTA･後援会会計監査 

部活動なし           ２５日（金）修了式 部活動なし 

 ★本校の校歌は、金子兜太先生が作詞を、内田陽一郎先生が作曲をし、昭和 45年に制定 

されました。平成 29年 3月 9日に「校歌祭」を実施し、校歌制定記念日としました。 

※新型コロナウイルス感染拡大防止対策により、急遽変更となる場合があります。 

放送による生徒朝会 
 ８日、放送による生徒朝会を実施しました。 

生徒会本部役員が中心となり、体育館内に掲示 

されていた「時を守る 場を清める 礼を正す」 

を改めて作成し、さらに部活動のピクトグラム 

を作成してくれました。その掲示物の披露を行 

いました。コロナ禍のため、いろいろと工夫し 

ながら朝会を実施しています。 

 

リーディングスキルテスト（ＲＳＴ） 
 ９日、１０日にＲＳＴを実施しました。このテストは、本校生徒の課題である「読解力」に関し

て実態を把握するために行っています。「読解力」は学力との関連性が指摘されており、皆野町で予

算を取って実施しています。読解力育成に向けて本校では、毎週水曜日に朝学習として「読み方レ

スキュー」に取り組んでいます。そのＲＳＴの結果、本校生徒は「同義文判定」に課題がありまし

た。 

同義文判定とは・・・・ 

①「彼は私を追い越した」と「私は彼に追い抜かれた」 

  ②「彼以外の人は出席した」と「彼だけが欠席した」 

形式や視点は異なりますが、同じ意味（同義）の文です。 

同義文判定能力は、記述式問題の答え合わせをする上で、不可欠な能力です。「正答例」として書

かれている文と、自分が書いた答えが同義か否か、同義でなければどれくらい外れているかを判定

できないと答え合わせができません。この能力は、記述式問題の答え合わせを自ら行い同義文判定

の訓練をすることで高められます。 


